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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（イ）観察者の頭部に装着されるフレーム、
　（ロ）フレームに取り付けられた画像表示装置、及び、
　（ハ）撮像装置、
を備えた表示装置であって、
　画像表示装置は、
　（Ａ）画像形成装置、
　（Ｂ）画像形成装置から出射された光が入射され、導光され、出射される光学装置、及
び、
　（Ｃ）外部から入射する外光の光量を調整する調光装置、
を備えており、
　撮像装置によって撮像された画像を画像表示装置に表示する第１モードにおいては、外
部から入射する外光の光量を調光装置によって低減させる表示装置。
【請求項２】
　第１モードにおいて、撮像装置によって撮像された画像の全てあるいは一部を、画像形
成装置において表示する請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　更に、画像情報記憶装置を備えており、
　第１モードにおいて、撮像装置によって撮像された被写体に関するデータと画像情報記
憶装置に記憶された情報とを照合し、調光装置により外部から入射する外光の光量を低減
させた状態で、画像情報記憶装置に記憶された情報と一致した被写体の画像を画像表示装
置に表示する請求項１に記載の表示装置。
【請求項４】
　撮像装置によって撮像された被写体に関するデータと画像情報記憶装置に記憶された情
報とを照合し、被写体に関するデータに対応した情報を画像表示装置に表示する請求項３
に記載の表示装置。
【請求項５】
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　第１モードにおいて、調光装置に入射する外光の光量を「１」としたとき、調光装置を
通過した外光の光量は０．１以下である請求項１乃至請求項４のいずれか１項に記載の表
示装置。
【請求項６】
　更に、画像情報記憶装置を備えており、
　第１モードと異なる第２モードにおいて、撮像装置によって撮像された被写体に関する
データと画像情報記憶装置に記憶された情報とを照合し、調光装置により外部から入射す
る外光の光量を低減させない状態で、被写体に関するデータに対応した情報を画像表示装
置に表示する請求項１乃至請求項５のいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項７】
　第２モードにおいて、調光装置及び光学装置を通して眺める被写体と重ねて、あるいは
、被写体近傍に、被写体に関するデータに対応した情報を画像表示装置に表示する請求項
６に記載の表示装置。
【請求項８】
　更に、マイクロフォンを備えており、
　マイクロフォンを介した音声入力によって、第１モードと第２モードの切替えを制御す
る請求項６又は請求項７に記載の表示装置。
【請求項９】
　更に、赤外線入出射装置を備えており、
　赤外線入出射装置によって、第１モードと第２モードの切替えを制御する請求項６又は
請求項７に記載の表示装置。
【請求項１０】
　第２モードにおいて、調光装置に入射する外光の光量を「１」としたとき、調光装置を
通過した外光の光量は０．３乃至０．８である請求項６乃至請求項９のいずれか１項に記
載の表示装置。
【請求項１１】
　更に、画像情報記憶装置を備えており、
　第１モードと異なる第３モードにおいて、撮像装置によって撮像された被写体に関する
データと画像情報記憶装置に記憶された情報とを照合し、調光装置により外部から入射す
る外光の光量を低減させない状態で、画像情報記憶装置に記憶された情報に対応するデー
タを有する被写体の画像を画像表示装置に表示する請求項１乃至請求項９のいずれか１項
に記載の表示装置。
【請求項１２】
　第３モードにおいて、調光装置に入射する外光の光量を「１」としたとき、調光装置を
通過した外光の光量は０．１乃至０．６である請求項１１に記載の表示装置。
【請求項１３】
　第３モードにおいて、画像表示装置に表示された被写体の画像を調整することで、調光
装置及び光学装置を通して眺める被写体と、画像表示装置に表示された被写体の画像とを
重ね合わせる請求項１１又は請求項１２に記載の表示装置。
【請求項１４】
　第３モードにおいて、画像表示装置に表示される被写体の画像を調整することで、調光
装置及び光学装置を通して眺める被写体よりも画像表示装置に表示される被写体の画像を
小さくする請求項１１又は請求項１２に記載の表示装置。
【請求項１５】
　フレームに取り付けられた一対の画像表示装置を備えており、
　一方の画像表示装置は、常に、調光装置により外部から入射する外光の光量を低減させ
ない状態とされている請求項１乃至請求項１４のいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項１６】
　（イ）観察者の頭部に装着されるフレーム、
　（ロ）フレームに取り付けられた画像表示装置、及び、



(3) JP 2013-235119 A5 2015.2.26

　（ハ）撮像装置、
を備えており、
　画像表示装置は、
　（Ａ）画像形成装置、
　（Ｂ）画像形成装置から出射された光が入射され、導光され、出射される光学装置、及
び、
　（Ｃ）外部から入射する外光の光量を調整する調光装置、
を備えた表示装置を用いた画像表示方法であって、
　撮像装置によって撮像された画像を画像表示装置に表示する第１モードにおいては、外
部から入射する外光の光量を調光装置によって低減させる画像表示方法。
【請求項１７】
　更に、画像情報記憶装置を備えており、
　第１モードの実行後、第２モードにおいて、撮像装置によって撮像された被写体に関す
るデータと画像情報記憶装置に記憶された情報とを照合し、調光装置により外部から入射
する外光の光量を低減させない状態で、被写体に関するデータに対応した情報を画像表示
装置に表示する請求項１６に記載の画像表示方法。
【請求項１８】
　更に、画像情報記憶装置を備えており、
　第１モードの実行後、第３モードにおいて、撮像装置によって撮像された被写体に関す
るデータと画像情報記憶装置に記憶された情報とを照合し、調光装置により外部から入射
する外光の光量を低減させない状態で、画像情報記憶装置に記憶された情報に対応するデ
ータを有する被写体の画像を画像表示装置に表示する請求項１６又は請求項１７に記載の
画像表示方法。
【請求項１９】
　第３モードにおいて、画像表示装置に表示された被写体の画像を調整することで、調光
装置及び光学装置を通して眺める被写体と、画像表示装置に表示された被写体の画像とを
重ね合わせる請求項１８に記載の画像表示方法。
【請求項２０】
　第３モードにおいて、画像表示装置に表示される被写体の画像を調整することで、調光
装置及び光学装置を通して眺める被写体よりも画像表示装置に表示される被写体の画像を
小さくする請求項１８に記載の画像表示方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７６】
　実施例１における調光装置７００は、光透過制御材料層７０５が液晶材料層から成る光
シャッタから構成されている。即ち、調光装置７００は、
　光学装置１２０と対向する透明な第１基板７０１、及び、第１基板７０１と対向する透
明な第２基板７０３、
　第１基板７０１及び第２基板７０３のそれぞれに設けられた電極７０２，７０４、並び
に、
　第１基板７０１と第２基板７０３との間に封止された光透過制御材料層７０５、
から構成されている。ここで、第１基板７０１及び第２基板７０３はプラスチック材料か
ら成る。また、第１電極７０２及び第２電極７０４は、インジウム－スズ複合酸化物（Ｉ
ＴＯ）から構成された透明電極から成り、スパッタリング法といったＰＶＤ法とリフトオ
フ法との組合せに基づき形成されている。また、光透過制御材料層７０５は、具体的には
、ＴＮ（ツイステッド・ネマチック）型液晶材料から成る液晶材料層から構成されている
。第１電極７０２及び第２電極７０４はパターニングされておらず、所謂ベタ電極である



(4) JP 2013-235119 A5 2015.2.26

。第１電極７０２及び第２電極７０４は、図示しないコネクタ、配線を介して制御装置１
８に接続されている。２枚の基板７０１，７０３の外縁部は、封止剤７０６によって封止
されている。更には、調光装置７００の第１基板７０１と保護部材１２６（導光板１２１
を保護する）とは、接着剤７０７によって接着されている。また、第１基板７０１の外面
、第２基板７０３の外面には偏光フィルムが貼り合わされているが、これらの偏光フィル
ムの図示は省略した。尚、調光装置７００の第１基板７０１を導光板１２１よりも短い長
さとし、調光装置７００の第１基板７０１を保護部材１２６に対して接着剤７０７によっ
て固定する。接着剤７０７は、第１基板７０１の外縁部に配されている。以下に説明する
実施例においても同様とする。尚、観察者側から、光学装置１２０、調光装置７００の順
に配されている。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８４】
　第２モードにおいて、調光装置７００に入射する外光の光量を「１」としたとき、調光
装置７００を通過した外光の光量は、０．３乃至０．８、好ましくは０．５乃至０．８で
あることが望ましい。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８６】
　第３モードにおいて、調光装置７００に入射する外光の光量を「１」としたとき、調光
装置７００を通過した外光の光量は、０．１乃至０．６、好ましくは０．３乃至０．４で
あることが望ましい。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１７】
　実施例８の表示装置にあっては、画像形成装置１１１Ａ，１１１Ｂから出射された光が
入射される光学装置１２０の領域、具体的には、第１偏向手段１３０が設けられた領域に
は、光学装置１２０への外光の入射を遮光する遮光部材７１０が配されている。ここで、
遮光部材７１０の光学装置１２０への射影像内に、画像形成装置１１１Ａ，１１１Ｂから
出射された光が入射される光学装置１２０の領域が含まれる。また、遮光部材７１０の光
学装置１２０への射影像内に、調光装置７００の端部の光学装置１２０への射影像が含ま
れる。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３０】
　尚、本開示は、以下のような構成を取ることもできる。
［１］《表示装置》
　（イ）観察者の頭部に装着されるフレーム、
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　（ロ）フレームに取り付けられた画像表示装置、及び、
　（ハ）撮像装置、
を備えた表示装置であって、
　画像表示装置は、
　（Ａ）画像形成装置、
　（Ｂ）画像形成装置から出射された光が入射され、導光され、出射される光学装置、及
び、
　（Ｃ）外部から入射する外光の光量を調整する調光装置、
を備えており、
　撮像装置によって撮像された画像を画像表示装置に表示する第１モードにおいては、外
部から入射する外光の光量を調光装置によって低減させる表示装置。
［２］第１モードにおいて、撮像装置によって撮像された画像の全てあるいは一部を、画
像形成装置において表示する［１］に記載の表示装置。
［３］更に、画像情報記憶装置を備えており、
　第１モードにおいて、撮像装置によって撮像された被写体に関するデータと画像情報記
憶装置に記憶された情報とを照合し、調光装置により外部から入射する外光の光量を低減
させた状態で、画像情報記憶装置に記憶された情報と一致した被写体の画像を画像表示装
置に表示する［１］に記載の表示装置。
［４］撮像装置によって撮像された被写体に関するデータと画像情報記憶装置に記憶され
た情報とを照合し、被写体に関するデータに対応した情報を画像表示装置に表示する［３
］に記載の表示装置。
［５］第１モードにおいて、調光装置に入射する外光の光量を「１」としたとき、調光装
置を通過した外光の光量は０．１以下である［１］乃至［４］のいずれか１項に記載の表
示装置。
［６］更に、画像情報記憶装置を備えており、
　第１モードと異なる第２モードにおいて、撮像装置によって撮像された被写体に関する
データと画像情報記憶装置に記憶された情報とを照合し、調光装置により外部から入射す
る外光の光量を低減させない状態で、被写体に関するデータに対応した情報を画像表示装
置に表示する［１］乃至［５］のいずれか１項に記載の表示装置。
［７］第２モードにおいて、調光装置及び光学装置を通して眺める被写体と重ねて、ある
いは、被写体近傍に、被写体に関するデータに対応した情報を画像表示装置に表示する［
６］に記載の表示装置。
［８］更に、マイクロフォンを備えており、
　マイクロフォンを介した音声入力によって、第１モードと第２モードの切替えを制御す
る［６］又は［７］に記載の表示装置。
［９］更に、赤外線入出射装置を備えており、
　赤外線入出射装置によって、第１モードと第２モードの切替えを制御する［６］又は［
７］に記載の表示装置。
［１０］第２モードにおいて、調光装置に入射する外光の光量を「１」としたとき、調光
装置を通過した外光の光量は０．３乃至０．８である［６］乃至［９］のいずれか１項に
記載の表示装置。
［１１］更に、画像情報記憶装置を備えており、
　第１モードと異なる第３モードにおいて、撮像装置によって撮像された被写体に関する
データと画像情報記憶装置に記憶された情報とを照合し、調光装置により外部から入射す
る外光の光量を低減させない状態で、画像情報記憶装置に記憶された情報に対応するデー
タを有する被写体の画像を画像表示装置に表示する［１］乃至［９］のいずれか１項に記
載の表示装置。
［１２］第３モードにおいて、調光装置に入射する外光の光量を「１」としたとき、調光
装置を通過した外光の光量は０．１乃至０．６である［１１］に記載の表示装置。
［１３］第３モードにおいて、画像表示装置に表示された被写体の画像を調整することで
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、調光装置及び光学装置を通して眺める被写体と、画像表示装置に表示された被写体の画
像とを重ね合わせる［１１］又は［１２］に記載の表示装置。
［１４］第３モードにおいて、画像表示装置に表示される被写体の画像を調整することで
、調光装置及び光学装置を通して眺める被写体よりも画像表示装置に表示される被写体の
画像を小さくする［１１］又は［１２］に記載の表示装置。
［１５］フレームに取り付けられた一対の画像表示装置を備えており、
　一方の画像表示装置は、常に、調光装置により外部から入射する外光の光量を低減させ
ない状態とされている［１］乃至［１４］のいずれか１項に記載の表示装置。
［１６］《画像表示方法》
　（イ）観察者の頭部に装着されるフレーム、
　（ロ）フレームに取り付けられた画像表示装置、及び、
　（ハ）撮像装置、
を備えており、
　画像表示装置は、
　（Ａ）画像形成装置、
　（Ｂ）画像形成装置から出射された光が入射され、導光され、出射される光学装置、及
び、
　（Ｃ）外部から入射する外光の光量を調整する調光装置、
を備えた表示装置を用いた画像表示方法であって、
　撮像装置によって撮像された画像を画像表示装置に表示する第１モードにおいては、外
部から入射する外光の光量を調光装置によって低減させる画像表示方法。
［１７］更に、画像情報記憶装置を備えており、
　第１モードの実行後、第２モードにおいて、撮像装置によって撮像された被写体に関す
るデータと画像情報記憶装置に記憶された情報とを照合し、調光装置により外部から入射
する外光の光量を低減させない状態で、被写体に関するデータに対応した情報を画像表示
装置に表示する［１６］に記載の画像表示方法。
［１８］更に、画像情報記憶装置を備えており、
　第１モードの実行後、第３モードにおいて、撮像装置によって撮像された被写体に関す
るデータと画像情報記憶装置に記憶された情報とを照合し、調光装置により外部から入射
する外光の光量を低減させない状態で、画像情報記憶装置に記憶された情報に対応するデ
ータを有する被写体の画像を画像表示装置に表示する［１６］又は［１７］に記載の画像
表示方法。
［１９］第３モードにおいて、画像表示装置に表示された被写体の画像を調整することで
、調光装置及び光学装置を通して眺める被写体と、画像表示装置に表示された被写体の画
像とを重ね合わせる［１８］に記載の画像表示方法。
［２０］第３モードにおいて、画像表示装置に表示される被写体の画像を調整することで
、調光装置及び光学装置を通して眺める被写体よりも画像表示装置に表示される被写体の
画像を小さくする［１８］に記載の画像表示方法。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３１】
１０・・・フレーム、１１・・・フロント部、１１’・・・フロント部の中央部分、１２
・・・蝶番、１３・・・テンプル部、１４・・・モダン部、１５・・・配線（信号線や電
源線等）、１６・・・ヘッドホン部、１６’・・・ヘッドホン部用配線、１７・・・撮像
装置、１８・・・制御装置（制御回路）、１８Ａ・・・画像情報記憶装置、１９・・・取
付け部材、２１・・・瞳、１００，２００，３００，４００，５００・・・画像表示装置
、１１１，１１１Ａ，１１１Ｂ，２１１・・・画像形成装置、１１２・・・光学系（コリ
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メート光学系）、１１３，２１３・・・筐体、１２０，３２０・・・光学装置（導光手段
）、１２１，３２１・・・導光板、１２２，３２２・・・導光板の第１面、１２３，３２
３・・・導光板の第２面、１２４，１２５・・・導光板の一部分、１２６，３２６・・・
保護部材（保護板）、１２７，３２７・・・接着部材、１３０・・・第１偏向手段、１４
０・・・第２偏向手段、３３０・・・第１偏向手段（第１回折格子部材）、３４０・・・
第２偏向手段（第２回折格子部材）、１５０・・・反射型空間光変調装置、１５１・・・
液晶表示装置（ＬＣＤ）、１５２・・・偏光ビームスプリッター、１５３・・・光源、２
５１・・・光源、２５２・・・コリメート光学系、２５３・・・走査手段、２５４・・・
光学系（リレー光学系）、２５５・・・クロスプリズム、２５６・・・全反射ミラー、５
２０・・・光学装置（半透過ミラー）、５２１・・・透明な部材、７００，７００’，７
００”・・・調光装置、７１０，７２０，７３０・・・遮光部材、７０１，７０１’，７
０１”・・・第１基板、７０２，７０２”・・・第１電極、７０３，７０３’，７０３”
・・・第２基板、７０４，７０４”・・・第２電極、７０５，７０５’，７０５”・・・
光透過制御材料層、７０６・・・封止剤、７０７・・・接着剤、８０１・・・照度センサ
（環境照度測定センサ）、８０２・・・第２の照度センサ（透過光照度測定センサ）
【手続補正８】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１】

【手続補正９】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図２
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【図２】

【手続補正１０】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１２】

【手続補正１１】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１３
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【図１３】

【手続補正１２】
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【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１５】

【手続補正１３】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１７
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【図１７】

【手続補正１４】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１８】

【手続補正１５】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１９
【補正方法】変更



(16) JP 2013-235119 A5 2015.2.26

【補正の内容】
【図１９】

【手続補正１６】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図２０
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【図２０】

【手続補正１７】
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【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【図２１】

【手続補正１８】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図２３
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【図２３】

【手続補正１９】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図２４】

【手続補正２０】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図２５
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【図２５】

【手続補正２１】



(22) JP 2013-235119 A5 2015.2.26

【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図２６】

【手続補正２２】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図２７
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【図２７】

【手続補正２３】
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【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図２８
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図２８】
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